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リモートサービスセンタによる提供サービス

リモートサービスセンタは,上下水道施設の維持管理業務での省力化の実現を支援するく)

上下水道の普及率が向上したため,時代は建設か

ら施設の維持管理へと移行しつつあり,この維持管理

業務の省力化に対するニーズが高まっている｡日立製

作所は,このニーズにこたえて,ブロードバンド通信を

活用したリモートサービスセンタを構築し,サービスソ

リューションを提供している｡

リモートサービスには,リモートメンテナンスサービ

スおよび施設運用支援サービスがある｡

リモートメンテナンスサービスでは,設備の安定し
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た稼動と停止のミニマム化が実現でき,同時に,運転

管理のアウトソーシングも可能となる｡

一方,施設運用支援サービスでは,インターネット上

に契約自治体専用のウェブサイトを構築することによ

り,上下水道の施設管理業務を効率化し,アウトソー

シングを可能にする｡提供するサービスは,(1)運転･

監視情報収集,提供サービス,(2)施設情報管理

サービス,(3)運用ソリューションサービスなどである｡
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はじめに

上下水道の設備を安定して稼動させるには,維持管理が

重要である｡維持管理業務は,施設全体の信頼性を確保し,

施設の機能を十分に発揮するための大事な要素である｡近

年の複雑化･高度化･広域化している上下水道システムでは,

ますます高機能化されていく分散型監視制御システムやマル

チメディア対応機器などが運用管理の中枢となっている｡

一方,システムの高度化に対応できる保全技術者の確保

がいっそう困難になっている｡このため,高度な維持管理業

務に対する省力化へのニーズは,コスト縮減の観点からも

年々高まってきている｡

ここでは,上下水道施設の維持管理業務の省力化を可能

とするサービスソリューションについて述べる｡

2
リモートサービスの概要

最近の公共投資の大幅な削減の中で,公共事業の施設

維持管理業務のアウトソーシングが法的整備も含めて進みつ

つある｡そのため,公共事業体はもとより,そのアウトソーシン

グ先である委託管理会社が,経済的で効果的な施設運用を

行えるようなサービスが求められている｡

上下水道施設のサービスでは,これまで現場へ出向く｢オ

ンサイト型+が主流であった｡しかし最近では,高速ディジタル

伝送ADSL(AsymmetricDigitalSubscriberLine)などの

ブロードバンド通信の急速な普及と低価格化により,遠隔地

からのサービス提供も可能となった｡

そのため,日立製作所は,このサービスを提供するために

リモートサービスセンタを構築した｡このセンタでは,上下水

道施設全体に対するリモートメンテナンスサービスと施設運

用支援サービスを提供する｡これらのサービスによi),施設の

夜間無人化,事故･故障への早急な対応,業務のアウトソー

シング範囲の拡大などが句一能となり,維持管理業務全体に対

する省力化を実現することができる｡

3
リモートサービス

3.1リモートメンテナンスサービス

施設を健全に運営するうえで,維持管理業務が果たす役

割は大きなウエートを占める｡近年の施設の複雑化･高度化･

広域化に伴い,限られた人員で効率的に維持管理業務を行

う必要性はますます増大する傾向にある｡リモートメンテナン

スサービスでは,顧客施設と日立製作所との間でシステムの

ネットワーク化を図り,事故や故障が起きた際,早急に対応で
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図1故障予兆診断例

故障に至るまでのさまざまな状況を収集,解析することにより,故障警報を発する

前段階での異常を予兆としてとらえる｡

きるようにしている｡また,最新技術を用いた支援システムに

より,異常兆候の監視サービスを提供する｡これらのサービ

スで提供する内容について以‾卜に述べる｡

(1)テクニカルサポート

このサービスは,顧客からの専門的な才支術内容の問い合

わせにも,24時間体制で迅速に対応するものである｡これは,

顧客施設情報を一元管理して情報のネットワーク化を図り,

電話回線と情報管理システムを有機的に構築して実施する｡

(2)リモートメンテナンス

顧客施設に事故･故障が生じたとき,日立製作所は,異常

警報を受け取りしだい,ネットワークを通じて施設の異常要因

を解析し,早急な復旧へ向けて対策を行う｡例えば,ソフト

ウェア中のプログラムに何らかの異常が発生した場合,正常

化したプログラムを施設へ向けてダウンロードし,対応する｡

(3)オンラインプラント診断

この機能では,定期的に施設情報を取り込み,管理するこ

とで,異常が生じる前段階をとらえる故障予兆診断を行う｡

これは,水位･流量･圧力･水質といったさまざまなプラント計測

情報と,機器の運転状況に関する情報を収集,解析し,さら

に,履歴情報と照合したうえで,異常兆候の診断を行うもの

である｡

例えば,警報しきい値内であっても,急激な計測データの

変化が起きた場合に,過去のデータと照らし合わせて故障予

兆をとらえる(図1参照)｡

3.2 施設運用支援サービス

施設運用支援サービスは,インターネット上に契約事業体

専用のウェブサイトを構築し,サイト運営を行うものである｡契

約した事業体は,サービス利用料とインターネット接続費用,

パソコンなどの費用を負担するだけで,インターネット経由でこ

のサイトヘアクセスし,必要な情報を閲覧,ダウンロードするこ

とができる｡

提供するサービスの内容は以下のとおりである｡サービス
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図2提供サービスの画面例

施設運用リモート支援サービスによって提供される画面例を示す｡

の画面例を図2に示す｡

(1)運転･監視情報収集,提供サービス

契約事業体施設とリモートサービスセンタ間をセキエアな

回線で接続し,定期的に運転データを収集することにより,リ

モートサービスセンタ側にデータベースを構築する｡これによ

り,監視両面表示,トレンドグラフ表示,運転･警報履歴検索,

帳票検索などが,インターネット経由で可能となる｡ウェブサー

バが制御システムとは別のネットワーク上にあるので,悪意の

ある他者が制御システムに侵入するといった情報セキュリティ

上のリスクが格段に軽減できる｡

(2)施設情報管理サービス

事業体所有の設備台帳や完成図吉,運転マニュアルなど

を電子化し,リモートサービスセンタにデータベースを構築

する｡これにより,利用者はインターネット上で文書の登録,検

索,表示,ダウンロードを行うことができる｡)(1)のサービスと併

せて監視画面と各施設情報をリンクし,異常時にすばやく対

象個所の設備情報を閲覧するといった利用も可能である｡図

面データは大容量なので,これまで一般回線での伝送は敬

遠されていた｡しかし,ADSLやケーブルテレビ回線,光ファ

イバなどブロードバンドによるアクセスであれば,回線状態や性

能にもよるが,数秒程度で表示することができるようになった｡

(3)運用ソリューションサービス

ロ立製作所が開発してきた施設運糊を支援する各種ツー

ル(下水高度処理シミュレータ,オゾン処理シミュレータ,省エ

ネルギー診断など)や教育用ツール,水環境に関する情報ライ

ブラリなどを利用することができるサービスである｡さらに詳細

な解析やカスタマイズが必要な場合は,技術者や研究者への

F

問い合わせや,運用方法に応じたツールの申し込みもできる｡

(4)その他のサービス

日立製作所が提供する製品･サービス･技術の閲覧,およ

び見積もり照会ができる｡また,購入機器の取扱説明書のダ

ウンロード,技術･障害情報閲覧,保守履歴検索,予備品購

入履歴検索,および納入完成図書検索も可能である｡ほか

に,ヘルプデスクやFAQ(Frequently Asked Question)な

どがある｡

3.3 システム構成

リモートサービスを行うシステムの構成を図3に示す｡

このシステムでは,顧客施設にルータで回線接続し,CRT

監視制御装置に通信ソフトウェアを構築することにより,最小

構成でのシステム構築を可能とした｡これにより,既存のシス

テムにも容易にこのサービスを導入することができ,大規模か

ら小規模までの設備に幅広く対応できる｡

3.4 リモートサービス利用のメリット

リモートサービス利用のメリットは以下のとおりである｡

(1)設備の安定稼動

リモートメンテナンスサービスの適川により,事故や故障が

起きた場合,現状での電話連絡に比べ,より速く的確な復旧

対策が可能である｡さらに,平常時から予兆診断を行って故

障を未然に防止するため,設備をさらに安定して稼動するこ

とができる｡

(2)道川総コストの低減

リモートサービスセンタで24時間体制の施設監視を行っ

F柑評論2003･2153
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図3リモートサービスのシステム構成例

上下水道施設内や場外施設とリモートサ【ビスセンタを接続するシステムの概略

構成例を示す｡

ているため,対象施設の夜間無人化も可能となってくる｡.万

が一の場合も,ネットワーク経由で原因解析を行うので,オン

コール契約時の復旧対策費用を削減することができる｡

また,施設運用支援サービスを利用する場合と同機能の

システムを購入する場合とを比較すると,前者の方が初期導

入費用が小さく,保守費,増改造時の現地作業費,システ

ム更新費用が不要であることから,トータルで数一トパーセント

のコスト低減になる場合もある｡

(3)アウトソーシングが可能

リモートサービスセンタによる施設の運転管理をはじめ,

システム管理･保守,図面･台帳人力,データベースのバック

アップなど,本来の施設運用業務外の煩雑な作業をアウト

ソーシングすることができる｡

鈴木裕幸

■

(4)情報公開への対応

住民に対する施設の運用情報の公開は,施設運用支援

サービスを利用し,承認ルートの確立とファイアウォールの強

化により,容易に実現することができる｡

(5)最新の情報技術利用

リモートサービスセンタが,施設運用支援サービスシステ

ムのハードウェア更新とソフトウェアのバージョンアップを行う｡

このため,ユーザーは次々に開発される情報技術に対応し

た快適な操作環境で利用することができる｡

膚
おわりに

ここでは,日立製作所が提供する,上下水道施設維持管

理業務の省力化を実現するサービスについて述べた｡

高度情報化時代のブロードバンド通信の高速化と低価格

化に伴い,ブロードバンドネットワークを所用した新しい上下水

道施設の維持管理サービスは年々進歩を遂げ,機能向上が

図られていくものと考える｡

日立製作所は,上下水道事業の変革を支援するためのさ

まざまなサービスを提案することにより,21世紀の上下水道事

業の発展に寄与していく考えである｡
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